
AI PC で夢を描く 

この記事は、Medium に公開されている「Paint Your Dream with AI PC」の日本語参考訳です。原文は更新さ

れる可能性があります。原文と翻訳文の内容が異なる場合は原文を優先してください。 

 

 
OpenVINO™ で最適化された潜在一貫性モデルにより生成されたローマの画像。 

前回のブログ（英語）では、ローマ旅行のプランを立てるバーチャル・アシスタントを作成する方法を説明しま

した。この記事では、AI PC（英語）で夢を描き、その夢を視覚化するために生成 AI がどのように役立つかを考え

ます。AI PC 開発の詳細については、このシリーズの最初のブログ（英語）も参照してください。この処理は、テ

キストから画像、画像から画像、テキストからビデオ、画像の補完など、さまざまな視覚的生成 AI モデルとユー

スケースをサポートするインテルの OpenVINO™ ツールキット（英語）を使用して行うと非常に便利です。ほと

んどの視覚的生成 AI アプリケーションは、画像生成以外に、プロンプトとして提供されるテキストも理解する

必要があるため、複数のモデルを使用して実装されています。 
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OpenVINO™ でできることを調べるのに最適な場所は、OpenVINO™ ノートブック GitHub* ページ（英語）で

す。このページで、興味のあるカテゴリーを選択して、ユースケースに適したモデルを見つけることができます。 

図 1: OpenVINO™ ノートブック GitHub* ページ（英語）。 

ユースケースに適したモデルをナビゲートして見つけることができます。 

このシリーズの最初のブログ（英語）で説明したように、インテル® Core™ Ultra プロセッサーには、ニューラル・

プロセシング・ユニット（NPU）（英語、詳細は、ドキュメント（英語）を参照）、CPU、GPU の 3 つの計算エンジン

が搭載されています。この視覚的生成 AI では、高いスループットを提供する内蔵のインテル® Arc™ GPU が最

適な選択肢です。 

では、AI PC でローカルに実行する方法を説明します。テキストから画像を生成する最も一般的なモデルの 1 

つは、潜在一貫性モデル（LCM）です。 

潜在一貫性モデル（LCM）を使用した画像の生成 

LCM は、潜在拡散モデル（LDM）に続く次世代の生成モデルで、高解像度画像の合成で優れた結果を実現しま

す。LCM は、潜在拡散モデルの遅い反復サンプリング・プロセスを改善するのに役立ち、事前トレーニング済み

の LDM（Stable Diffusion など）で最小限の手順での高速な推論が可能になります。 
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LCM を使用して生成した画像を図 2 に示します。LCM は、わずか 4 回または 2 回の反復で高品質の画像を生

成できます。LCM 手法の例と詳細な説明は、こちら（英語）を参照してください。 

 
図 2: OpenVINO™ で最適化された LCM モデル（英語）により生成された 

「a pink unicorn」（ピンクのユニコーン）テキストプロンプトの画像 

最初のブログ（英語）で説明したように、AI PC に OpenVINO™ をインストールした後、「Optimum Intel 

OpenVINO™ を使用した潜在一貫性モデル（英語）」 ノートブックの手順に従います。このノートブックでは、

Optimum Intel（英語）のバックエンドとして OpenVINO™ を使用して LCM モデルの推論を実行する方法を

紹介しています。 

最初のセルで、ノートブックと LCM モデル推論に必要なすべての依存ファイルをインストールします。 

 

このノートブックは自己完結型のため、必要なすべての依存ファイルが含まれていることを確認してください。 
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以下のセルを AI PC で実行すると、AI 推論に利用可能なすべてのデバイスがリストされます。 

 

利用可能なデバイス: 

CPU: Intel® Core™ Ultra 7 155H 

GPU: Intel® Arc™ Graphics (iGPU) 

NPU: Intel® AI Boost 

低レイテンシーの CPU、AI オフロードに適した NPU に加えて、このシナリオに適した GPU も含まれています。

このノートブックを使用して、Hugging Face のディフューザーを使用して CPU 上で LCM を実行する方法を

学ぶことができます。 

単純なサンプルコードを使用して、iGPU 上での Optimum Intel（英語）と OpenVINO™ を利用した AI 推論を

見てみましょう。 

 

これは、Hugging Face Hub からモデルをダウンロードし、エクスポートして、OpenVINO™ IR 形式で保存す

る非常に単純なサンプルコードです。 

モデルのダウンロードとエクスポートは 1 回で十分なことが分かります。次回から、モデルはローカルディスク

からロードされます。 

https://github.com/huggingface/optimum-intel


また、任意の画像解像度を自由に使用できます。この例では、 512x512 の解像度を使用しています。

OpenVINO™ パイプラインを作成し、推論に GPU を選択して、GPU 向けにモデルをコンパイルします。 

 

最初の実行ではモデルのコンパイルに時間がかかりますが、2 回目以降の実行では、コンパイルしたモデルが

ローカルにキャッシュされるため、非常に高速になります。Optimum Intel パッケージではモデルのキャッシュ

はデフォルトで有効で、追加の構成は必要ありません。モデルのキャッシュとその仕組みの詳細は、こちら（英語）

を参照してください。 

バーチャル絵はがきの作成 

前回のブログ（英語）では、ローカルで大規模言語モデル（LLM）を使用して OpenVINO™ でバーチャル・アシス

タントを実装しました。旅行のプランに含まれているローマの友人や親戚にバーチャル絵はがきを送れば、体

験を充実させることができそうです。プロンプトを使用して、ローマの有名な観光名所の画像を生成してみま

しょう。以下に例を示します。 

プロンプト = “ A photo of Coliseum in Rome on a sunny day, highly detailed, masterpiece “（晴れた日

のローマのコロシアムの写真, 非常に詳細, マスターピース） 

 

上記のサンプルコードを使用して、AI PC の統合 GPU で AI 推論を実行してみましょう。生成された画像を、図 

3 に示します。 
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図 3: （左）Jorgen Hendriksen 氏の写真（英語） 

（右）OpenVINO™ で最適化された LCM モデルにより生成されたローマのバーチャル絵はがきの画像 

もちろん、観光地で絵はがきを購入することもできますが、この試みは、自分で作成した非常に特別な絵はが

きで友人や親戚を驚かせることです。さまざまなプロンプトを試して、多くの画像を生成し、最も適切なものを

選択してください。視覚的生成 AI タスクを実行する AI PC の優れたパフォーマンスのおかげで、簡単に実験し

て、多くの画像を生成することができます。図 4 の例を参照してください。 

 
図 4: 最適化された LCM モデルにより生成されたローマのバーチャル絵はがきの GIF アニメーション 

https://unsplash.com/photos/brown-concrete-building-under-white-sky-during-daytime-RNkEeWhRT7k


次のステップ 

このノートブック（英語）を使用して、AI PC や任意のインテルのハードウェアで自分で試してみてください。更

新情報を入手したい場合は、このページ（英語）で AI PC デベロッパー・プログラムに参加して、新しいリソース

に関する最新情報を入手してください。 
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OpenVINO™ ツールキットとは 

AI を加速する無償のツールである OpenVINO™ ツールキットは、インテルが無償で提供しているインテル製

の CPU や GPU、VPU、FPGA などのパフォーマンスを最大限に活用して、コンピューター・ビジョン、画像関係

をはじめ、自然言語処理や音声処理など、幅広いディープラーニング・モデルで推論を最適化し高速化する推

論エンジン/ツールスイートです。 

OpenVINO™ ツールキット・ページでは、ツールの概要、利用方法、導入事例、トレーニング、ツール・ダウン

ロードまでさまざまな情報を提供しています。ぜひ特設サイトにアクセスしてみてください。 

https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/internet-of-things/openvino-toolkit.html 

法務上の注意書き 

インテルのテクノロジーを使用するには、対応したハードウェア、ソフトウェア、またはサービスの有効化が必

要となる場合があります。 

絶対的なセキュリティーを提供できる製品またはコンポーネントはありません。 

実際の費用と結果は異なる場合があります。 
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